
今回の「SHOP＆SHOWROOM GUIDEBOOK」では、巻頭特別企画として「ショールームレポート」を掲載

します。これは、スポンサー各社様のショールームに空間デザインの実務を行う設計者が訪問、実際に製品を

体験していただき、その内容を取材記事として掲載するものです。ショールームを持つ企業にとっては、製品

展開や製品開発にヒントになり、設計者にとっては新しい製品知識が得られ、読者にとってはショールーム訪

問のきっかけになるはずです。

ショールームを訪問する設計者は『商店建築』編集部が声がけをし、各社様との懸け橋となります。各社様の

製品のより深いアピールができるとともに、新しい設計者との出会いの機会としてご活用ください。

取材・撮影費は料金に含まれています

写真の版権は商店建築社に属します

訪問する設計者の指名はできませんが、要望は伺えます

（例：ホテルの設計をしている方にきてほしい）

ショールームが遠方の場合、別途交通費を請求させていただくことがあります

注意事項

申込締切

2023年 10月 20日

掲載料金

巻頭特別企画 ショールームレポート

SHOWROOM
REPORT

協賛スペースおよび料金

記事2ページ（画像5点掲載）　＋　ショールームガイド通常1ページ　　1,100,000円 (税込み )

記事 1ページ（画像３点掲載）　＋　ショールームガイド通常1ページ　　 660,000円 (税込み )

SHOP＆SHOWROOM GUIDEBOOK for professional 2024

月刊『商店建築』2024 年 1月号（2023 年 12 月 28 日発売）挟み込み付録



218 SHOTENKENCHIKU   Jun.  2023

1938年にニューヨークで創業した家具メーカー「Knoll（ノル）」。バ
ウハウスが提唱するモダンデザインの思想を受け継ぎ、トレンドに
合わせた装飾的なデザインではない、建築空間に寄り添うようなシ
ンプルなデザインの家具を多く生み出してきた。Knollの家具の特徴
は、世界的なアーティストや建築家とのコラボレーションによるモ
ダンなデザインと、時代を越えて愛される永続的な価値を体現する
設計思想だ。現在、同ブランドを象徴するKnoll Studio、高いデザイ
ン性と実用性を備えたKnoll Office、それらの家具にマッチし独自の
世界観を形づくるKnoll Textilesを中心としたプロダクトが展開。今
回はそれらを一挙に体感することができる東京・青山のショールー
ムを、商業空間からオフィスまで多彩なデザインを手掛ける建築家
のアストリッド・クライン氏（クライン ダイサム アーキテクツ）に
巡ってもらった。「Knollの家具は普段の生活空間に溶け込むデザイン
でありながら、その空間の価値を高め、自分らしさを表現できるよ
うなプレシャスな印象がある」というクライン氏は、自邸でKnollの

ダイニングテーブルを愛用しており、さまざまな用途にフィットす
る汎用性も魅力だと語る。また、そのクリエイターのコンセプトに
基づく機能性と、そこから広がっていくコミュニケーションや新し
い使い方は、近年、働き方が大きく変化するなかでニーズが高まる
Knoll Officeのプロダクトにも表れている。Knoll Officeでは、単なる
オフィス家具ではなく、その企業の課題を解決し、ワーカーの会話
や一体感、帰属意識を醸成するような「Thriving Workplace（活気の
ある職場）」を生みだすことを目的としたプロダクトを展開する。そ
の理念から生まれた「Antenna」のデスクや「Generation」のチェアに
触れたクライン氏は、「あらゆる場所からアクセスでき、自分なりの
仕事の仕方を見つけられるようなデザインが良い」と語る。その可変
的な機構や動かしやすいつくりは、現代のオフィスの在り方を体現
するものだ。さらに、多彩なバリエーションに加え、環境性能や耐
久性を始めとする機能を持ちKnollの家具にも合わせることができる
Knoll Textilesを手にしたクライン氏は、「暮らしと仕事の距離感が近

Knoll Japan Showroom

新しい空間の価値を生み出す
革新性とタイムレスなデザイン

東京都港区北青山1-2 - 3　青山ビル1階　電話◎03 - 6447- 5405　営業時間◎11：00 ～19：00　定休日◎日曜　https://www.knolljapan.com
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くなっている今のワークスペースにおいて、好みの色や触感など、
空間の印象を和らげ、リラックス感を生み出せるテキスタイルの存
在は大きい」と語る。これら家具やテキスタイルにおける、人の行動
や感情に寄り添うようなデザインは、レジデンシャルな家具から始
まったKnollだからこそ形にできたものだろう。「Knollの確固たるス
タイルはあるけれど、過剰なスタイルの押しつけではない、タイム

レスなデザインは、今の多様化する住まいやオフィスに大きな価値
をもたらしてくれる」と話すクライン氏の言葉通り、さまざまな用途
を受け止めながら、今の多様化する住まいやオフィスを緩やかにつ
なぎ、価値のある空間と体験を生み出し続けるKnollのプロダクトに
今後も注目していきたい。

GUEST 
アストリッド・クライン氏
（クライン ダイサム アーキテクツ）
https://www.klein-dytham.com

〈近作〉
代官山 T-SITE ／蔦屋書店、GINZA PLACE、星野リ
ゾート リゾナーレ那須 POKO POKO、カルティエ 心
斎橋ブティックなど

1／シャープでシンプルなユニット型のワークステーションシステム「Antenna」の
デスクの前に座るクライン氏。腰掛けているワークチェアは、さまざまな座り方が
できる機構を追求した「Generation」
2／Knollの青山ショールームのKnoll OfficeとKnoll Textilesが展示されたエリ
ア。広々とした空間でそのプロダクトを体感できる。写真手前のワークステーショ
ンシステム「Antenna」は、オフィスの形や用途に合わせてパーツを自在に組み合
わせてワークスペースを構成できる
3／デザイナーのマーク・ニューソンがデザインした新作タスクチェア「Newson 
Task」。座面の片持ちフレーム構造は、浮遊感を感じさせながら、人間工学に基
づいた快適な座り心地を実現している。さまざまな体型や座り方に対して、柔軟
にバランスを取るように設計されており、長時間の集中ワークだけでなく、リラッ
クスして過ごすひと時などにも最適
4／Knoll Textilesのラインアップを見比べることができるスペース。色や柄といっ
たパターンの他、メンテナンスを考慮した高撥水性、防汚性能に優れた機能的な
テキスタイルが多数展開する
5／近年、オフィスにおけるABWの考え方を取り入れた可動式の家具も注目度が
高い
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ショールーム訪問記事見本

2023 年 6月号掲載「ショールームレポート」抜粋

株式会社 商店建築社

東京本社／〒160-0023　東京都新宿区西新宿7-5-3　TEL：03-3363-5760

大阪支社／〒542-0086　大阪市中央区西心斎橋1-9-28　TEL：06-6251-6523

https://shotenkenchiku.com

ad@shotenkenchiku.com

お問い合わせ

2ページ見本

1ページ見本
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松下産業では、ショールーム「STONES東京」を2019年に東京・五
反田にオープンさせ、以降、大阪、福岡、仙台と4カ所で展開してい
る。いずれも飯島直樹デザイン室の設計によるもので、天然石の持
つ物質感や奥深さも感じられる希少な場所だ。同時に設計者とのコ
ミュニケーション性を高め、創造性を喚起する空間でもある。
デザインスタジオ・スピンは、世界至る所のラグジュアリーホテル
やレストランなどを手掛けている。必然的にクライアントやその空
間を訪れる客も、デザインや建築へ見識と審美眼を持つハイエンド
ユーザーだ。
「僕らのデザインは本物にこだわっていくことがコンセプトでもあ
る。デジタルやフェイクがあふれる社会だからこそ、ごまかしのな
い、自然が生み出す素材だけが持つ偶然性に人は魅入られるし、感
動を覚えるのです」と代表の小市泰弘氏は話す。
ここでは、空間そのものに石を使うのはもちろん、大きな引き出し
什器やスライド式の可動壁で、多彩な石の表情を見ることができる。
天然石にもトレンドがあり、近年はより大胆な模様や均質でない石
らしさのあるものが人気だ。小市氏は、オーストリア産の「Pannonia 
Grun（パノニアグラン）」という花崗岩に「深みが違う」と目がいった。
「あまり知られていない石の魅力に気付けるのはとてもいいですね」
松下産業は国産の天然石にも力をいれており、地域ならではの歴史

や生成の背景を持つ石も数多く見ることができる。「そういうストー
リーで採用が決まることもある。自然のものならではのことだと思
います」と小市氏。
小市氏の仕事には、世界のさまざまな伝統や文化の持つローカリ
ティーやバナキュラリティー（土着性）を、現代の空間にデザインと
して翻訳するという特徴的な側面がある。
「空間デザインになることで、さまざまな人が見て、体感して、社会
との新しい関係が生まれる。そこから伝統や文化を残すことにもつ
ながるわけです。これはデザインにしかできないことで、だからこ
そ僕らは常に“本物”を求めています」

STONES東京

自然が生み出した、本物の素材だけが
持つ偶然性に人は魅入られる

東京都品川区東五反田5-25 -19　東京デザインセンター 2階　電話◎03-5447- 6431　営業時間◎10：00 ～18：00　定休日◎土曜、日曜、祝日　https://www.mts-kk.co.jp/
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1／スライド式の可動壁により、石材サンプルを効率よく収納
2／天然石を大胆かつ贅沢に使用したショールーム内。ほかに、STONES堂島、
STONES博多、STONES仙台も展開中
3／海外からの輸入石材から、国産の石材まで幅広い石種をそろえて展示する

GUEST 
小市泰弘氏
（デザインスタジオ・スピン）
http://www.ds-spin.com/
〈近作〉
フォションホテル京都、ザ・
リッツカールトン東京（カフェ
＆デリ） など
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